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表

彰

第
十
偵
察
隊
総
務

担
当
：
総
務
陸
曹

☎
０
５
６
８‐

８
１‐

７
１
８
３

内
線(

６
１
２)

〒
４
８
６‐

０
８
０
３

愛
知
県
春
日
井
市
西
山
町
無
番
地

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
を
つ
け
て

感
染
症
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

お
買
い
求
め
の
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
定
期
異
動
】

令
和
三
年
三
月
十
五
日
付

防
衛
装
備
庁
陸
上
装
備
研
究
所(

市
ヶ
谷)

へ

二
等
陸
佐

大
岩

政
基

富
士
学
校
付(

富
士)

へ

三
等
陸
佐

小
野

淳
志

陸
上
幕
僚
監
部
付(

海
外
留
学)

へ

三
等
陸
尉

俵
谷

裕
紀

自
衛
隊
阪
神
病
院(

川
西)

へ

陸
曹
長

松
浦

孝
生

機
甲
教
導
連
隊(

駒
門)

へ

陸
曹
長

勝
亦

達
哉

水
陸
機
動
団
偵
察
中
隊(

相
浦)

へ

一
等
陸
曹

荒
井

大
心

【
定
期
異
動
】

令
和
三
年
三
月
十
五
日
付

東
北
方
面
総
監
部
情
報
部(

仙
台)

か
ら

二
等
陸
佐

甲
田

一
剛

第
十
戦
車
大
隊(

今
津)

か
ら

二
等
陸
尉

野
田

尚
人

機
甲
教
導
連
隊(

駒
門)

か
ら

二
等
陸
曹

辺
土
名

隆
太

第
四
偵
察
戦
闘
大
隊(

福
岡)

か
ら

二
等
陸
曹

藤
永

剛
己

第
一
戦
車
大
隊(

駒
門)
か
ら

三
等
陸
曹

有
川

迪
文

人 事 往 来

昇

任

転

入

か
も
し
か
編
集
部
よ
り

～
ご
覧
頂
い
た
皆
様
へ
～

ご
覧
い
た
だ
い
た
皆
様
方
の

色
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
ナ
イ
ス

な
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
、

ど
し
ど
し
連
絡
し
て
下
さ
い
！

【
連
絡
先
】

愛
知
県
春
日
井
市西

山
町
無
番
地

第
十
偵
察
隊

総
務

０
５
６
８
（
８
１
）
７
１
８
３

内
線
６
１
２

転

出

【
定
期
表
彰
】

令
和
二
年
度
後
期

第
三
級
賞
詞(

職
務
遂
行)

二
等
陸
佐

大
岩

政
基

陸
曹
長

河
合

茂
克

第
四
級
賞
詞(
職
務
遂
行)

陸
曹
長

勝
亦

達
哉

一
等
陸
曹

荒
井

大
心

二
等
陸
曹

清
水

周
平

二
等
陸
曹

高
野

誠

二
等
陸
曹

田
村

慎
也

三
等
陸
曹

本
田

拓
己

三
等
陸
曹

金
子

健

第
四
級
賞
詞(

車
両
操
縦)

二
等
陸
曹

別
所

洋
司

三
等
陸
曹

辻

法
大

祝
定
年
退
官

【
令
和
三
年
二
月
十
四
日
付
】

※

三
等
陸
尉

渡
邊

充

※

特
別
昇
任

第
十
二
偵
察
隊(

相
馬
原)

へ

二
等
陸
曹

猪
熊

克
和

第
一
偵
察
隊(

練
馬)

へ

二
等
陸
曹

高
野

誠

警
務
隊(

守
山)

へ

三
等
陸
曹

西
川

正
悟

令
和
三
年
三
月
二
十
三
日
付

自
衛
隊
阪
神
病
院(

川
西)

へ

三
等
陸
曹

伊
藤

竜
由
喜

令
和
三
年
三
月
二
十
五
日
付

幹
部
候
補
生
学
校(

前
川
原)

へ

三
等
陸
曹

小
縣

亮
瑛
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か
も
し
か

【発行】
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第１０偵察隊

令
和
三
年
三
月
十
五
日
、
第
三
十
代

隊
長
に
東
北
方
面
総
監
部
情
報
部
よ

り
、
甲
田
一
剛
二
等
陸
佐
が
着
任
し

ま
し
た
。

【
略

歴
】

『
出

身
』
富
山
県

『
期

別
』
九
九
Ｕ

平
成
十
二
年
三
月

第
四
戦
車
大
隊

平
成
十
六
年
三
月

第
十
偵
察
隊

平
成
十
九
年
三
月

第
十
師
団
司
令
部

第
三
部

平
成
二
十
年
八
月

幹
部
学
校

平
成
二
十
二
年
八
月

第
三
〇
一
戦
車
中
隊
長

平
成
二
十
四
年
三
月

第
八
師
団
司
令
部

第
三
部

平
成
二
十
六
年
三
月

幹
部
学
校

平
成
三
十
年
三
月

教
育
訓
練
研
究
本
部

平
成
三
十
年
八
月

東
北
方
面
総
監
部

情
報
部

令
和
三
年
三
月

現

職
令
和
三
年
四
月
一
日
付

幹
部
候
補
生
陸
曹
長
へ

金
子

健

陸
士
長
へ

太
田

辰
哉

高
橋

海
人

河
村

駿
斗

第
五
級
賞
詞(

業
務
改
善)

三
等
陸
佐

小
野

淳
志

陸
曹
長

松
浦

孝
生

二
等
陸
曹

猪
熊

克
和

第
五
級
賞
詞(

職
務
遂
行)

三
等
陸
曹

日
比
野

裕
次

三
等
陸
曹

広
瀬

翔
一
朗

三
等
陸
曹

伊
藤

竜
由
喜

三
等
陸
曹

鶴
岡

元

三
等
陸
曹

稲
本

哲
士

三
等
陸
曹

西
川

正
悟

陸
士
長

大
藪

雄
介

長
年
の
勤
務

お
疲
れ
様
で

し
た
。

第
十
偵
察
隊

一
同

着
任
挨
拶

隊
員
御
家
族
並
び
に
Ｏ
Ｂ
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま

す
御
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
度
の
異
動
で
第

三
十
代
偵
察
隊
長
を
拝
命
し
ま
し

た
甲
田
２
佐
で
す
。

歴
史
と
伝
統
を
誇
る
第
十
偵
察

隊
で
の
勤
務
は
十
四
年
ぶ
り
二
度

目
と
な
り
ま
す
が
、
再
び
、
本
偵

察
隊
で
勤
務
で
き
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
る
と
と
も
に
、
隊
長
と
し

て
勤
務
す
る
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

今
日
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
環

境
は
急
激
か
つ
複
雑
に
変
化
し
て

お
り
、
国
内
に
お
い
て
も
自
然
災

害
の
激
甚
化
等
に
よ
り
、
我
々
が

期
待
さ
れ
る
役
割
は
多
様
化
し
、

よ
り
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

着
任
に
あ
た
り
「
知
識
と
行
動
の

錬
磨
」
を
統
率
方
針
と
し
て
、
必

要
な
知
識
を
習
得
し
、
実
際
に
行

動
で
き
る
偵
察
隊
員
を
育
成
す
る

こ
と
で
、
偵
察
隊
と
し
て
与
え
ら

れ
た
任
務
を
完
遂
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
着
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
面

一
面

隊

長

挨

拶

四
面

三
面

人

事

往

来

先
任
上
級
曹
長
挨
拶

新

戦

力
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あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
含
め
、
指

揮
官
で
あ
る
甲
田
隊
長
を
よ
り
効
果
的
に
補
佐
し
、
曹
士
の

更
な
る
活
性
化
及
び
メ
リ
ハ
リ
あ
る
団
結
・
一
体
感
の
醸
成

を
図
る
こ
と
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

隊
の
曹
士
に
つ
い
て
は
、
隊
長
統
率
方
針
で
あ
る
「
知
識

と
行
動
の
錬
磨
」
を
具
現
化
す
る
た
め
、
常
日
頃
か
ら
士
気

高
く
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
み
ら
れ
ま
す
。
彼
ら

を
心
強
く
思
う
と
と
も
に
、
陸
曹
最
上
位
職
者
で
あ
り
曹
士

の
育
成
等
に
関
わ
る
者
と
し
て
、
私
自
身
、
与
え
ら
れ
た
職

務
を
強
く
自
覚
し
、
有
事
真
に
活
躍
で
き
る
マ
イ
ン
ド
と
技

能
を
保
持
し
つ
つ
、
先
任
上
級
曹
長
と
し
て
そ
の
責
務
を
完

遂
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

幹部候補生
陸曹長

金子 健

春
光
う
ら
ら
か
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
Ｏ

Ｂ
の
先
輩
方
を
は
じ
め
隊
員
ご
家
族
の
皆
様
に
は

ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
私
は
こ
の
度
、
幹
部
候
補
生
の
指

定
を
受
け
一
言
申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
も

し
、
幹
部
や
陸
曹
に
一
選
抜
で
な
る
こ
と
に
自
信

が
な
い
等
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
隊
員
が
い
れ
ば

、
こ
の
言
葉
を
送
り
ま
す
。
「
階
級
が
人
を
育
て

る
」
と
私
は
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
経
験
が
な
く

て
も
知
識
が
あ
れ
ば
補
え
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
階

級
に
よ
っ
て
責
任
や
仕
事
量
も
変
わ
っ
て
き
ま
す

。
そ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
章
を
身
に
つ
け

実
行
し
て
い
く
仕
事
は
全
て
経
験
に
つ
な
が
り
ま

す
。
も
し
将
来
に
悩
ん
で
い
る
人
が
い
れ
ば
、
し

っ
か
り
知
識
を
蓄
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
一
つ
で
も
多
く
の
「
自
信
」
を
つ
け

、
自
分
の
将
来
を
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

先任上級曹長
陸曹長

河合 茂克

薄
暑
の
候
、
隊
員
御
家
族
並
び
に
Ｏ
Ｂ
の
皆

様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

３
月
１
５
日
付
で
第
６
代
先
任
上
級
曹
長
を

拝
命
し
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
更
な
が
ら
上
級
曹
長
制
度
に
つ
い

て
は
、
我
が
偵
察
隊
に
お
い
て
も
中
部
方
面
隊

で
の
検
証
及
び
全
国
陸
上
自
衛
隊
の
試
行
期
間

を
含
め
、
既
に
１
０
年
以
上
の
年
数
が
経
過
し

て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
私
に
つ
い
て
は
歴
代

先
任
上
級
曹
長
方
々
の
意
思
を
引
き
継
ぐ
と
と

も
に
、
や
や
も
す
れ
ば
年
数
の
経
過
と
と
も
に

形
骸
化
す
る
で
あ
ろ
う
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ

の
本
質
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
、
隊
の
力

と
な
る
た
め
必
要
に
応
じ
た
新
し
い
取
り
組
み

と
改
善
を
図
ろ
う
と
微
力
な
が
ら
行
動
し
つ
つ

方面外異動で
不安なことも多
々ありますが新
しい知識を吸収
し部隊の戦力に
なれる様、邁進
していきます。

初の方面外異動
で慣れないことも
ありますが隊の勢
力になれるよう頑
張ります。家族共
々よろしくお願い
します。

お世話になった部
隊・支えてくれた妻
に感謝を忘れず、慣
れ親しんだ自分を捨
て勇気をもって行動
し恩返しできるよう
頑張ります。

初の偵察隊勤務
ではありますが、
一生懸命頑張りま
すのでよろしくお
願いします。

偵 察 隊 新 戦 力

祝 一般幹部候補生（部内）合格

有川３曹 藤永２曹 野田２尉辺土名２曹

スカウト訓練教官

小銃及び拳銃射撃教官


